
 

2023 年５ 月 26 日 

各  位 

会 社 名 コ ニ シ 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 大山 啓一 

 （ コ ード 番号： 4956 東証プライム）  

問合せ先 常務執行役員  岡本 伸一 

 

 

（ TEL 06-6228-2877）  

 

「 中期経営計画 2026（ 2024 年３ 月期～2026 年３ 月期）」 策定のお知ら せ 

 

 

 当社は、 2024 年３ 月期を初年度と する「 中期経営計画 2026（ 2024 年３ 月期～2026 年３ 月期）」 を策定

し まし たので、 お知ら せいたし ます。  

 当社の歩みは、1870 年創業の薬種商から始まり 、その後、洋酒や工業用薬品の販売から 化学品を扱う

商社と し て事業を拡大、 1952 年には合成接着剤「 ボンド 」 を開発するなど、  お客様の願い、 社会の要

望にお応えし ながら「 化学」 を扱う 企業へと 変化し ていきまし た。  現在のコ ニシグループは、 合成接着

剤「 ボンド 」 を製造・ 販売するメ ーカーと し ての「 ボンド 事業」、 創業からの問屋業の流れを受け継ぎ化

学品を扱う 専門商社と し ての「 化成品事業」、そし て関係会社を中心に展開する社会インフ ラおよび建築

スト ッ ク市場の補修・ 改修・ 補強を目的と し た「 工事事業」 を主力事業と し て、 事業展開を行っ ており

ます。  

 今回新たに策定し まし た「 中期経営計画 2026」 は、「 ボンド 」「 化成品」「 工事事業」 のそれぞれが、 新

規開拓の強化や成長分野への注力をさ ら に推進し 、 過去最高と なる売上高・ 営業利益を目指し て参り ま

す。  

また、 生産、 物流、 DX関連に過去最大規模と なる約 150 億円の設備投資を予定し ており 、 更なる事業

拡大に向けた成長投資を行って参り ます。 なお資本政策につきまし ては、 株主還元の強化、 資本効率の

向上を目的に、過去最大と なる約 60 億円の自己株式取得を計画し 、「 総還元性向 約 60％(３ 期平均)」 を目

指し て参り ます。  

 

「 中期経営計画 2026」 の詳細につきまし ては、 次ページ以降の添付資料をご覧く ださ い。  

 

以 上 

 



中期経営計画2026
Medium-term management plan 2026
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・ 直近期の売上高( 収益認識基準適用前) は、 1 0 年間で+ 4 1 9 億円( ＋3 7 . 2 ％) と なり 、 過去最高を 更新。
・ 営業利益も 、 1 0 年間で+ 9 億円( ＋1 4 . 6 ％) と なり 、 過去最高を更新。

1 , 078  
1 , 137  

1 , 2 3 3  

売上高

: 収益認識基準適用前

: 収益認識基準適用後

注） 2022年3月期から 「 収益認識基準」 を適用し ており ます。 2021年3月期は遡及適用後の数値を記載し ており ます。

過去最高

過去最高

コ ニシグループの過去１ ０ 年間の連結業績推移
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ボンド
81.6%

化成品

8.4%

工事事業

7.0%

ボンド

61.1%

化成品

17.1%

工事事業

21.7%

・ 1 0 年前は営業利益の約8 割がボンド 事業だっ たが、 化成品事業の収益性改善に
加え、 第３ の柱と し て工事事業の拡大が進み、 営業利益構成割合が大き く 変化。

・ ボンド 事業の直近3 年間は、 新型コ ロナウィ ルス感染症拡大に伴う 経済停滞と

原材料価格の高騰による影響を 受け減益。

営業利益

65億円

74億円

売上高（ 収益認識基準適用前）

ボンド

48.8%

化成品

43.4%

工事事業

6.6%

1 , 1 29億円

ボンド
45.3%

化成品
42.0%

工事事業

12.7%

1 , 54 8億円

・ ボンド : 1 0 年間で+ 1 5 0 億円（ + 2 7 . 3 ％） の7 0 1 億円を 達成。
・ 化成品: 1 0 年間で+ 1 5 9 億円（ + 3 2 . 6 ％） の6 5 0 億円を 達成。

・ 工事事業: 1 0 年間で+ 1 2 1 億円（ + 1 6 1 . 5 ％） の1 9 6 億円を 達成。

・ 工事事業は、 主力である補修・ 改修・ 補強工事の伸・ と 、 買収による

事業規模の拡大により 売上高構成比は1 2 . 7 ％に上昇。

2014 . 3  
売上高構成比

2014 . 3 
営業利益構成比

（ 現行のセグメ ン ト 区分に基づき 過去のセグメ ント 情報を 組み替えており ます） （ 現行のセグメ ント 区分に基づき 過去のセグメ ン ト 情報を 組み替えており ます）

コ ニシグループの過去１ ０ 年間の事業ポート フ ォ リ オの変化

2023 . 3 
売上高構成比

2023 .3  
営業利益構成比

ボンド

化成品

工事事業
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中期経営計画2 0 2 6 数値目標

2 0 2 6 年３ 月期
( 2 023年３ 月期比)

売上高 1 , 4 0 8  億円 ( + 1 4 . 1% )

営業利益 9 7  億円 ( + 3 0 . 9 % ) ※

EBI TDA
（ 営業利益＋

減価償却費＋のれん償却費）

1 2 9  億円 ( + 3 4 . 5 % )

( 減価償却費+ のれん償却費: 約3 2 億円)

ROE 8 . 0 %

設備投資 1 5 0  億円（ 3 年累計）

株主還元
（ 配当総額＋自己株式取得総額）

1 2 0  億円（ 3 年累計）

2 0 2 3 年３ 月期

売上高 1 ,2 3 3  億円

営業利益 7 4  億円

EBITDA
（ 営業利益＋

減価償却費＋のれん償却費）

9 6  億円
( 減価償却費+ のれん償却費: 約2 2 億円)

ROE 7 . 2  % ※

設備投資 8 5  億円（ 直近3 年累計）

株主還元
（ 配当総額＋自己株式取得総額）

6 2  億円（ 直近3 年累計）

ボンド ・ 化成品・ 工事事業それぞれが、 新規開拓強化や成・ 分野への注力を推進し 、

売上高・ 営業利益と も に、 過去最高更新を 目指す!

※ 特別利益の固定資産売却益71 億円の影響を 除く

過去最大規模の設備投資および株主還元を実施

※「 2024年３ 月期の営業利益予想 93億円」 (注)と 比較し て、 最終期の営業利益の増加額が

低い要因は、 設備投資によ る減価償却費が最終期に大幅に増加し ている ためです。

（ 注） 2 02 3 年4 月28 日「 2 0 23 年３ 月期 決算短信」 に開示
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中期経営計画2 0 2 6 グループ重点戦略

設備投資 ・ 生産、 物流、 DXに、 過去最大規模の設備投資を実行

人的資本
・ 従業員の給与水準および初任給の引き 上げ
・ 女性活躍推進を含む、 多様な人材の登用

新規開拓・ 新製品開発 ・ 住宅需要の変化に影響を受けにく い「 産業資材用途（ 電子電機・

自動車業界） 」 への新規開拓活動・ 新製品開発を強化

成・ 分野へ注力 ・ 社会イ ンフ ラ （ 橋梁、 ト ンネル等） や建築スト ッ ク の
・ 寿命化に向けた「 リ ペア市場」 への取り 組みをさ ら に強化

資本政策 ・ 株主還元の強化と 資本効率の向上
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中期経営計画2 0 2 6 セグメ ント 別数値目標

690 
7 6 9  

347 

3 8 8  

195 

2 4 9  

2023年3月期 2026年3月期

化成品

ボンド

工事事業

（ + 1 1 . 4 % ）

（ ＋ 1 4 . 1% ）

（ + 1 2 . 0 % ）

（ + 2 7 . 4 % ）1 , 233

1 , 4 0 8

45  

6 0  

13  

1 5  16  

2 0  

2023年3月期 2026年3月期

ボンド

化成品

工事事業

（ ＋3 0 . 9 % ）

（ + 2 7 . 6 % ）

（ +  1 9 . 7 % ）

（ + 3 1 . 9 % ）

74

9 7

売上高 営業利益

(単位: 億円) (単位: 億円)
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中期経営計画2 0 2 6  事業戦略 ～ボンド 事業（ メ ーカ ー部門） ～

① 産業用途の新規開拓推進 ～非住宅分野の強化～

・ 電子電機、 自動車向け製品の開発推進

・ 主力である水性形接着剤のさ ら なるシェ ア向上

事業領域の拡大を進め、
産業資材用で 売上1 1 億円増 ( 2026 . 3 )を目指す

② 社会イ ンフ ラ ・ 建築スト ッ ク ・ 寿命化への取り 組み推進

・ リ ペア市場の深耕開拓、 土木建築補修用の新製品・ 新工法開発の推進

・ 建築用シーリ ング材のシェ ア向上(シェ ア約40％→50％)

土木用: 売上 ５ 億円増 ( 2026 . 3 )

建築用シーリ ング材: 売上 1 0 億円増 ( 2026 . 3 )  

建築補修材等: 売上 ６ 億円増 ( 2026 . 3 )

③ 既存主力業界である住宅関連用の更なる拡販

・ コ ア事業である住宅関連用は、 リ フ ォ ーム需要の取り 込み、

新製品開発、 他社切り 替えにより シェ ア向上を目指す
62 67 

214 
241 

82 
93 

34  

38  

134 

150 
25  

30  93 

106 28  

33  

2023年3月期 2026年3月期

6 9 0

( ＋8 . 6 ％)

(単位: 億円)

7 6 9

コ ニシ 一般家庭用

コ ニシ 住宅関連用

コ ニシ 産業資材用

コ ニシ テープ

コ ニシ 建設用

コ ニシ 土木用

サンラ イ ズ
( 連結子会社)

ウォ ールボンド 工業
( 連結子会社)  

( ＋1 1 . 4 ％)

( ＋1 1 . 9 ％)

( ＋1 1 . 7 ％)

( ＋1 3 . 4 ％)

( ＋1 2 . 6 ％)

( ＋1 3 . 9 ％)

( + 2 0 . 9 ％)

( ＋2 0 . 0 ％)

住宅関連用: 売上 2 7 億円増 ( 2026 . 3 )  

用途別売上高
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中期経営計画2 0 2 6  事業戦略 ～化成品事業（ 商社部門） ～

① メ ーカ ー機能を併せ持つ商社へ

・ 材料科学研究所による自社開発製品の上市

◇自動車・ 電子電機業界向け樹脂材料の開発

◇塗料・ コ ーティ ング材用中間原料の開発

自社開発の推進、 早期上市により 、
自社開発製品で 売上８ 億円増( 2026 . 3 )を目指す

② 注力分野への販売強化

・ 自動車、 電子電機業界での新規・ 深耕開拓の推進

◇放熱材などの新商材の拡販

◇半導体関連商材の販売強化

◇丸安産業㈱連結子会社と 協業し 、 仕入れ・ 販売機会の創出

236 
277 

90  

102 
73  

84  41  

42  
37 

41  

8  160 

183 

2023年3月期 2026年3月期

649

7 4 8

( ＋1 7 . 3 ％)

( ＋1 2 . 7 ％)

( ＋1 5 . 8 ％)

( ＋2 . 7 ％)

( ＋1 2 . 4 ％)

( ＋1 4 . 0 ％)

( ＋1 5 . 2 ％)

コ ニシ 自動車

コ ニシ 化学工業

コ ニシ 電子・ 電機

自社開発製品

丸安産業
（ 連結子会社）

コ ニシ 塗料

その他

当セグメ ン ト の売上高は「 収益認識基準」 適用によ る
影響が大き いため、 収益認識適用前にて記載し ており ます。

業界別売上高

[347]

[388] [＋12 . 0％]
【 ※収益認識適用後の売上高】

(単位: 億円)
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① リ ペア市場( 土木補修分野) における事業拡大

◇建設後50年以上を経過する橋梁は、 2030年に約55％と なる

見込み。

・ ボンド エンジニアリ ング㈱を中心に、 社会イ ンフ ラ の老朽化対策

工事に注力し 、 更なる事業の拡大を図る。

② 事業規模拡大に向けた体制の構築

・ 有資格者(土木施工管理技士等)の採用強化に注力

・ 社内育成による資格取得の推奨

③ M& Aによる事業拡大

・ 社会イ ンフ ラ の補修･改修工事業の中で、 特にリ ペア需要が見込まれる
｢橋梁分野｣で相乗効果が発揮できるM& Aを 推進

【 工事事業グループ Ｍ＆Ａ 実績】
2013年: 近畿鉄筋コ ンク リ ート ㈱ : 橋梁などの上部床版工事業
2017年: 角丸建設㈱ : 土木建築工事業
2020年: ㈱和泉 (角丸建設㈱に吸収合併)
2020年: 山昇建設㈱（ ボンド エン ジニアリ ングに吸収合併）
2023年: 中信建設㈱ : 土木建築工事業

中期経営計画2 0 2 6  事業戦略 ～工事事業（ 工事部門） ～

129 153  

16  

19  
12  

15  33  

45  
5 

18  

2023年３ 月期 2026年３ 月期

( + 2 7 . 4 ％)

195

2 4 9

( ＋1 8 .5 ％)

( ＋1 5 . 8 ％)

( ＋2 1 .1 ％)

( ＋3 6 .0 ％)

( ＋2 3 4 . 0 ％)

(単位: 億円)

ボンド エンジニアリ ング

コ ニシ工営

近畿鉄筋コ ンク リ ート

角丸建設

中信建設

関係会社別売上高
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中期経営計画2 0 2 6  資金配分計画

営業CF

約2 7 0 億円

キャ ッ シュ ・ イ ン（ 調達） キャ ッ シュ ・ アウト （ 配分）

成・ に必要な設備投資に加え、 安定的な配当と 自己株式取得により 株主還元を強化

設備投資
約1 5 0 億円

株主還元
約1 2 0 億円

自己株式取得
約6 0 億円

事業拡大・ 効率化を目的と し た
成・ 投資

DX（ 基幹システム）

生産 物流

※ M& Aに必要な資金については手元資金から 充当する予定です。
※ 取得する 自己株式は原則消却する予定です。
※ ３ 年間の資金配分のイ メ ージ図であり 、 運転資本の増減による影響は含めており ません。

総還元性向6 0 ％

過去最大

配当 約6 0 億円
配当性向3 0 ％

資金配分計画（ 3 年間）
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○「 コ ニシ栃木工場」 新製造所・ 物流倉庫の建設 (2025年4月稼働予定)

・ 水性形接着剤の生産能力の増強 (現生産能力の1.5倍)

・ 生産工程、 充填、 入出庫作業の自動化 (省人化によるコ スト 削減)

・ 水性形接着剤の生産２ 拠点化(滋賀・ 栃木)によるBCP対策と

東日本エリ アへの配送効率向上

約9 5 億円

○ 新基幹システムの導入 (2025年4月導入予定)

・ 現在の課題、 ビジネス環境等を考慮し た効率的・ 合理的なシステムの導入

中期経営計画2 0 2 6  主要設備投資案件

○「 サンラ イ ズ小山工場」 シーリ ング材製造設備の増設 (2025年4月稼働予定)

・ コ ニシ製シーリ ング材の生産２ 拠点化 (滋賀・ 栃木)

・ 既存設備の増設（ 生産効率向上、 省人化によるコ スト 削減）

○「 ウォ ールボンド 工業」 新工場・ 新物流倉庫の建設 (2024年4月稼働予定)

・ 老朽化対策 および生産工程、 入庫作業の自動化(省人化によるコ スト 削減)

約2 5 億円

～過去最大規模の設備投資～

生産能力の増強 および 効率化・ 合理化、 DXを推進

3 年累計 約1 5 0 億円
（ ※下記以外の設備投資含む）

① 生産・ 物流体制の強化

② DXの推進
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配当方針について

（ 単位: 円）
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1 9 . 5
20 . 4 2 0 . 1 20 . 6 2 1 . 4

28 . 5 2 9 . 1
3 0 . 5

17 . 4

30 . 8 30 . 0 30 . 0

株
式
分
割

注1） 2016年４ 月１ 日付にて 株式分割 （ 1株→2株） し ており ます。 2016年３ 月期以前の１ 株当たり 配当額については当該株式分割調整後の金額を 記載し ており ます。
注2） ボンド 発売70周年記念配当5円を含む
注3） 事業活動に直接の関わり のない不動産売却益4,989百万円（ 税引き 後） は除外し て配当額を決定し ており ます。 当該影響額を 控除し た配当性向は34. 6％と なり ます。

注2）

（ 予想）

配当方針

【 １ 株当たり 配当額および連結配当性向の推移】

連結配当性向3 0 ％以上を目安に、 毎期の業績等を勘案し ながら 継続的かつ安定的な配当を実施する方針です。

注3）

注1）

（ 予想）



免責事項
業績予想などは、 当社が現時点で入手可能な情報と 、 合理的である と 判断する 一定の前提に基づいており 、
実際の業績はさ まざまなリ スク や不確定な要素などの要因により 、 異なる可能性があり ます。 また、 本資料
は投資勧誘を目的と し たも のではあり ません。 投資に関する 決定は、 利用者ご自身のご判断において行われ
ますよ う お願い申し 上げます。

＜IRに関するお問い合わせ＞
コニシ株式会社 経営企画室

TEL：06-6228-2877
E-mail：konishi-ir@ bond.co. jp

mailto:konishi-ir@bond.co.jp

